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【３】 あなたは、ある企業の知財部員です。自社の新規ソリューション開発部署が、DX（Digital 

Transformation / デジタルトランスフォーメーション）を遂行することになりました。その時に特許

情報を事業形態に合わせて即時に活用するために、事業部門専用の特許情報データベースを構築する相

談を受けました。 

そこで活用目的の把握と仕様の確認のためヒアリングを実施し、その結果を踏まえ以下のような構築

方針を決定しました。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------- 

・本特許情報の活用目的は、高頻度で行う開発会議で利用する資料とする。具体的には、開発部署が選

定した競合他社の開発動向に関して、権利存続中の特許を利用したパテントマップによるマクロ解析を

行うことで競合他社が注力している領域の動向を把握すること。過去 10 年分の動向の時系列的変化を

把握する。 

 

・人手不足によりサーチャーによる特許公報の振り分けが困難なため、開発部署と協力して作成した教

師データをもとに構築した自然言語処理 A.I.を利用して、母集合に対して特許公報の該当とノイズの振

り分けを行うことにした。また、パテントマップ作成の自動化と A.I.の稼働のため、社内に専用のデー

タベースを作成し、（ⅰ）データベース会社が提供している API（Application Programming Interface）

を用いて商用特許データベースからデータを毎週一回知財部にて取り込んで社内の専用データベース

に収録することにした。収録する項目は特許の抄録データ及び A.I.による判断対象となる各種データと

する。また、開発部署は社内の専用データベースにのみアクセスして利用するものとする。 

 

・（ⅱ）本データベースの対象となるビジネスは日本と米国で行う予定であり、日本と米国で開発が行

われているとの推定結果から、収録対象国は JP と US とした。本データベースへの収録は生存中の特許

だけでよいとの依頼部署からの回答を受け、各国特許庁発行の権利状態を商用特許データベースのダウ

ンロード項目に含め、更新時に拒絶査定(米国では final office action)や特許料未納付による権利消

滅に変化した特許データを本データベースから削除することにした。 

*下線部（ⅱ）の文章中に誤植がありましたので、修正いたしました。 

------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

開発部署と共同でA.I.用の教師データを作成した。その教師データを利用してノイズ落とし用のA.I.

を構築した。社内では A.I.モデルを①と②の２種類用意しているため、両方のモデルで A.I.を構築し

た。 

構築した A.I.モデルの品質を評価してどちらの A.I.モデルを利用するかを決めるため、ランダムな抜

き取り標本で作製した検証データの中身を直接見ることで品質評価を行い、A.I.付与結果と比較したと

ころ以下のような結果となった。 
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